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１．はじめに 

我が国では，古くから児島湾・有明湾・東京湾等の多くの海岸

域で農地の確保を目的とした干拓が行われてきた 1)。大阪湾にお

いても近世の頃から大規模な干拓が進められ，豊臣期までに伝法

村や勘助島の2カ所が集落や耕地となり，徳川期に入ると四貫島

や九条島が新田村として開発された。1684年に安治川の開削が河

村瑞賢により行われ淀川の治水が進むと，1688年から淀川河口に

次々と新田が開発され，1688～1703年に12新田，1730年～1778
年に 21 新田，1817 年～1866 年に 17 新田が生まれた 2)。1885
年の淀川大洪水を契機に，1909年に現在の淀川本流となる「新淀

川放水路」が通水すると，安治川河口に大阪港が開港され，以降

は大規模な埋め立て事業が現代に至るまで続いた 3)。なお，新田

開発は，まず浅海域に海水を防ぐ沖堤を築くことから始められ，

その後新田となる地域の中央に悪水を排出する井路を造り，次第

に干上がって土地の塩分が抜けていくのをまって田畑に整地して

いく方法をとった 4)。このように，大阪湾における新田開発の進

展や開拓手法については既往文献により整理されつつある。 
一方，近年は大都市圏の都市環境インフラとしての海の再生が

求められており，大阪湾においても再生行動計画が策定され，人

と海との関わりの回復に向けた海岸域の緑地の重要性が高まって

いる 5)。海との関わりが希薄化した近代より前の時代の海岸域に

着目した研究も蓄積され，近世における海岸域の風景観や海浜植

物の認識状況等が捉えられている 6)7)。しかし，葭原や干潟といっ

た浅海域の空間的な存在状況をまとまって捉えた研究は乏しく，

特に近世前期の大阪についてはこれまで詳細な絵図等の資料に乏

しかったこともあり，十分に把握されているとは言い難い。その

ような状況の中，近年発見された篠山藩青山家文書に含まれる絵

図には，近世前期の大阪湾岸における新田や葭原等の浅海域の存

在状況，堤の形態などが詳細に描写されている。これは，現在の

大阪の大人口を抱える干拓地域の環境形成過程を明らかにする上

で有益な資料といえる。 

以上のように，大阪湾においては平面的な陸地化のプロセスは

明らかにされている一方で，浅海域に着目した平面的な変化や地

形断面といった垂直的な変遷プロセスは未だ十分に捉えられてい

ない。 
ここで，多くの地質調査用のボーリングは，施設建設時等に支

持基盤を得るために実施されているが，浅海域を形成する表層数

mの堆積層の層相についてはあまり注目されてこなかった。本研

究では，ボーリングコアの表層部分の堆積状況とそこに含まれる

木片や貝殻片などの含有物，そしてそれら有機物の炭素年代測定

から，当該地域の堆積層の時代が推定できることに着目した。す

なわち，ボーリングコアの堆積物から浅海域の過去の地形断面を

推定することが可能になると考えられる。 
そこで本研究では，大阪湾の干拓地域の環境形成過程を明らか

にするため，篠山藩青山家文書を中心とした絵図とボーリングコ

アの堆積物の時代推定により，近世前期の浅海域の存在状況を平

面的かつ地形断面の双方から捉えることを目的とした。さらに，

埋め立て事業が始まる以前の近代と埋め立てが進行した現代にお

ける浅海域の存在状況を加えて，近世前期から現代に至る浅海域

の変遷プロセスを把握する。 
 
２．篠山藩青山家文書の大坂関係絵図の概要 
現在，篠山市教育委員会が所蔵している篠山藩青山家文書の大

坂関係文書絵図は，寛文・延宝期 (1661～81年) に譜代大名とし

て大坂城代を勤めた青山宗俊の時代に作成されたものを中心とし

ており，これまで未調査の状況にあった新出の資料である。その

絵図群には屋敷図・城絵図や大坂三郷町絵図なども含まれるが，

その中でも本研究において特に注目に値するのが海岸部や河口，

川筋が描かれたものである。近世前期の大坂周辺の治水事業や新

田開発の経緯を具体的かつ詳細に知りうる貴重な資料として評価

できる 8)。 
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３．調査方法 

（１）浅海域の平面的な変遷プロセスの調査方法 

平面的な変遷プロセスを把握する範囲は，近世前期から干拓が

行われてきた九条島，四貫島，勘助島を含む大阪湾沿岸部とした

（図－1）。なお，図－1 の作成にあたっては，基盤地図情報（縮

尺レベル25000）上に，年代ごとの干拓地域を示した大阪市史編

纂所による図 9)を重ねた。この調査範囲において，1670年と1675
年に作成された篠山藩青山家文書絵図 8)に加えて，既往文献に収

録されている 1684 年の絵図 10)と 1687 年の絵図 11)から，葭原と

新田の範囲をプロットするとともに，「新田跡」の表記を読み取っ

た（図－2）。次に，埋め立て事業が始まる直前の 1886 年の地形

図 12)から干潟の範囲をプロットした（図－3）。また，九条島沖の

新田の広さが記述されている 1675 年の絵図からは，南北間と東

西間の幅も読み取った（図－4）。 
（２）浅海域の地形断面の変遷プロセスの調査方法 
１）ボーリングコアからの試料の採取 
 近世前期の九条島上の地形断面を推定するため，大阪市立自然

史博物館に保管されているボーリングコアのうち，九条島の海側

に展開された干拓地域を含みかつ地盤沈下が沈静化したとされる

1980年以降に採集された地点のものを選定した。その結果，①下

福島中学校，②九条北小学校，③波除小学校，④磯路小学校，⑤

田中小学校，⑥築港小学校，⑧南港北中学校において，堆積層の

年代推定のための木片や貝殻片等の有機物試料を採取した（図－

1）。これらのボーリングコアは，学校等の公的な施設建設に伴う

ボーリングデータのサンプルであり，およそ1m毎に典型的な地

質が抽出されたものである。なお，近世の大阪湾沿岸部の干拓地

は，深度 10m 前後の海成粘土層の上に陸域からの砂やシルトが

堆積して形成されていることが確認できるため 13)，試料の採取は

各地点の海成粘土層の上部までの層で行った。 
２）放射性炭素年代測定補注1)による堆積層の時代推定 
 試料の採取の結果，上記のボーリングコアからは放射性炭素年

代測定に必要な量の試料を確保できなかったため，さらに3施設

（梅花小学校，平尾小学校，池島南住宅）において測定可能な量

の試料を採取した（図－1）。なお，当該地域の干拓は海岸線にほ

ぼ平行に進行していることから，3 施設で得られたデータは，後

述する地形断面を描く線上に布置して，堆積層の時代推定に利用

することができると考えた。上記の3施設における試料の放射性

炭素年代測定を（株）加速器分析研究所に依頼し，この測定結果

を踏まえて試料が含まれていた堆積層の暦年較正年代補注 2)を算出

した（表－1）。 

３）近世前期の浅海域の地形断面の推定と近代および現代の地形

断面の把握 

（１）近世前期の浅海域の地形断面の推定 

近世前期の浅海域の地形断面は，絵図の中でも特に浅海域に関

する情報が多く含まれている 1675 年の絵図と照らし合わせて作

成した。地形断面を描く位置は，図－1 の①下福島中学校と⑥築

港小学校を結ぶ直線（A）とし，この線上に①～⑥および⑧のボ

ーリング柱状図を布置した。また，海域の柱状図（⑦大阪港大阪

区第2区，⑨大阪港沖）に関しては，大阪市立自然史博物館内に

該当するものがなかったため，「関西圏地盤情報データベース」か

ら引用し，A上に布置した。さらに，試料を得た3施設の柱状図

もA上の同時代に干拓された地点に布置した。なお，断面図作成

におけるこれらの柱状図の配置にあたっては，大阪市域で最も地

盤沈下が激しかった昭和10～38 年における各地点の沈下量 14)を

標高に反映させた。また，海水準の永年変化は，近世前期から現

代まではほぼ10cm程度に収まっていることから 15)，現時点の海

水面を基準として断面図を作成した。 
（２）近代の地形断面の把握 

大阪港を造成するにあたって 1894 年頃に作成された大阪築港

計画図 3)に記載されている海底のコンターラインから地盤高を読

み取り，近世前期からの堆積層を描写した。また，この頃の堤防

の形態は旧状と大差ないという記述 16)があることから，1675 年

の絵図と同じ堤を描いた。堤の位置は，浅海域の平面的な変遷プ

ロセスの調査で用いた1886年の地形図における海岸線とAの交

点とした。 
（３）現代の地形断面の把握 

 ①～⑨の柱状図の各最上部を線でつなぐとともに，⑥より沖側

の地盤高は堤防工事断面図や海図等の港湾資料 17）から再現した。 
 

４．浅海域の平面的な変遷プロセス 

 近世前期の浅海域を示す葭原の存在状況を図－2に示す。1670
年の絵図を見ると，新田村の沖側に広がる葭原が読み取れる。次

に1675年の絵図を見ると，1670年まで葭原が拡がっていたエリ

アに新田が造られたことがわかる。図－4 に示すように，九条島

沖に「伏見屋七郎右衛門・永野屋久右衛門新田」と記され，民間

による新田開発を確認できる。九条島沖の新田の広さは，陸地側

の堤から海表の新田堤まで五百五間（約919m），東西方向の新田

の堤間は七百八拾六間程(約1430m)である。海表の堤は長さ八百

六間程(約1466m)，東側の堤は長さ六百八拾九間（約1253m）で，

上流側に「新田新家」と記載された家の存在する堤が描かれてい

る。西側の堤は、長さ五百八拾六間（約1066m）で，その上流部

には東側の堤と同じく「新田新家」の記載がある。新田の堤の外

側にも葭原が描かれており，干拓後も海側に葭原が発達していく

様子が確認できる。次に 1684 年の絵図は，安治川の開削が行わ

れた後の状況を示しており，この時には「新田跡」の記載が見ら

れ，四貫島や九条島等の諸新田が撤廃されたことが読み取れる。

また，1675 年よりさらに葭原が拡大している。その後の状況を

1687年の絵図に見ると，なお新田跡の表示が見られるが，その周

辺の葭原は1684年の絵図に比べ，さらに沖側に拡がっている。 
江戸期の川口新田の開発が終了した後の近代には，新田開発が

進んだ沿岸部に干潟が拡がっている様子が確認できる（図－3）。 
 

 

 

 

 

 

 

図－1 浅海域の平面的な変遷プロセスの調査範囲および 

ボーリングコアの地点と地形断面を作成する位置 

表－1 3施設における試料の放射性炭素年代と 

堆積層の暦年較正年代 

試料名 地点名
地点の干拓

年代

ボーリングコア

の深度(m)
試料の種類

14C年代

（yrBP）

暦年較正

年代（calAD）

試料1 梅花小学校 17世紀 6.15～6.45 木片 1,320±20 679±32

試料2 平尾小学校 18世紀 7.15～7.45 貝殻片 1,030±20 1,339±78

試料3 池島南住宅 19世紀 5.15～5.50 木片 1,750±30 288±80
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以上のように，近世前期からの新田開発は浅海域に拡がる葭原の

上に鱗状に行われ続けたことが確認できた。 

 

５．浅海域の地形断面の変遷プロセス 

（１）堆積層の時代推定 

 3 施設（梅花小学校，平尾小学校，池島南住宅）で採取した試

料の放射性炭素年代測定の結果，試料が含まれていた堆積層の暦

年較正年代が表－1に示すように得られた。 
（２）近世前期の浅海域の地形断面の推定と近代および現代の地

形断面 

１）1675年の絵図にみる九条島沖に造られた新田の堤の形状 
1675 年の絵図から九条島沖に造られた新田の堤の形状を見ると

（図－4），まず海表の堤（図－4①）は，堤根置七間半（堤底面幅

約13.7m)，馬踏壱丈程（堤上面幅約3.0m），高さ壱丈余程(堤高さ

約 3.0m＋α)の形状だった。「新田新家」の記載のある東側の上流

部の堤（図－4②）は，堤根置六間程（堤底面幅約10.9m)，馬踏五

間程（堤上面幅約9.1m），高さ四尺五尺程(堤高さ約1.2～1.5m)だ
った。下流部の堤（図－4③）の形状は，堤根置四間程（堤底面幅

約 7.3m)，馬踏壱間程（堤上面幅約 1.8m），高さ六尺七尺程(堤高

さ約 1.8～2.12m)である。西側の堤の形状は東側と同じであった。

以上のことより，九条島沖に造られた新田には，海側に高さ3m程

度の堤が設けられ，東西の両堤はそれよりもやや低い2m程度で造

られ，東西堤の上流部には堤の内側に1.5m程度の高さで堤上面が

広く取られ，家を建てる場にされていることが分かった。 

２）各年代の地形断面 

堆積層の時代推定結果と堤の形状を踏まえて作成した近世前

期・近代・現代の地形断面図を図－5 に示す。放射性炭素年代測

定が可能な試料を選定する過程で，試料3が含まれるボーリング

コア（池島南住宅）の深度4.15～4.85mの層から現代の材料であ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

るプラスチックが抽出されたため，近世前期の地形断面を描く際

の参考にした。1675 年の地盤高を②九条北小学校の深度 1.35m
（近現代の埋め立てが実施された盛土層の下部）と試料 3（池島

南住宅）が含まれるボーリングコアの深度 5.0m（プラスチック

が採取された4.15～4.85mの層の下部）を結ぶ線とし，この地盤

高の線と試料 1～3 の暦年較正年代が矛盾していないかを確認し

たところ，地盤高の線より下部に位置する試料 1～3 の暦年較正

年代が近世前期よりも古く出ており，矛盾は生じていない。また，

試料 3 の地点より沖側の地盤高は，1894 年の地盤高と矛盾が生

じないようその下部に設定し，⑨の海成粘土層の上部を結ぶ線と

した。また， 1675年の絵図の記載から，九条島沖に造られた新

田の海際に高さ約3mの堤が築かれていた様子を描写した。 
近代については，沖側への堆積の進行に応じて新田開発が進み，

浅海域に干潟が拡がる様子を示している。 
現代の地形断面については，沿岸部の護岸が直壁で水深は

10.8mとなっており，近世にみられた浅海域の葭原が消失したと

いえる。 
 
６．おわりに 
 本研究の結果から，農地確保を目的とした新田開発が進んだ近

世前期から近代においては，沿岸部に浅海域が常に維持され続け

たことが平面的かつ地形断面からも明らかとなった。一方，工業

化に伴う港湾開発が進んだ現代においては浅海域が失われたこと

が確認された。それは，かつて葭原や魚介類が豊富にみられた沿

岸部の生物多様性が衰退したことを類推させる。今後は，河口部

においては，河川および沿岸流などから土砂が供給されるという

本来の立地特性に応じた空間形態の再考が必要といえるだろう。 
 なお今後は，対象地域におけるオールコアボーリングを数地点

で実施し，堆積層の時代測定の精度を高めることを課題としたい。 

 

図－3 近代の干潟の存在状況 図－4 1675年の絵図にみる九条島沖の新田の広さと堤の形状 

図－2 近世前期の浅海域を示す葭原の存在状況 
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補注 

1)放射性炭素年代（14C年代）測定法とは，1950年にアメリカで開発され，14Cの半減

期が5568年であることを応用したもので，地中に埋没している木材・貝殻・骨など

を試料として，その年代を測定するものである。1950 年より何年前になるのかを意

味する記号であるBPを用いて，1,320±20yrBPといったように表す。14C年代は，

加速器質量分析法（AMS=Accelerator Mass Spectrometry)を用いた測定により実施

された。AMS法では，分析したい試料自身をイオン化したのち加速し，質量分析を

行う。この方法は特に，極微量の長半減期放射性同位体の検出に威力を発揮している。 

2)暦年較正年代とは，年代が既知の試料の14C濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合

わせ，過去の14C濃度変化などを補正し，実際の年代に近づけた値（誤差は2σ）で

ある。西暦紀元を基準とした年数には，較正済みを意味する「cal」をつけて「calBC」

ないし「calAD」と表す。なお，貝殻は古い炭素を含む海水から生成されるため，貝

殻片の測定年代はその生息時の年代よりも 400 年程古くなることが知られている。

このため，測定結果から400年を差し引いてから暦年較正した。 
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